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姫
路
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

副
会
長　

中
井
満
明

　

平
成
二
十
七
年
度
の
事
業
目

標
の
一
つ
に
、
姫
路
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
の
活
動
開
示
と
、

入
会
促
進
の
P
R
を
兼
ね
備
え

た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
を
、

事
務
局
を
中
心
と
し
て
企
画
立
案
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
五
月
末
に
開
設
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
さ
ま
に
も
閲
覧
い
た
だ
き
、
ご
意
見
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
充
実
し
た
内
容
で
事
業
活
動
の

P
R
が
出
来
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

ま
た
、
会
員
外
の
団
塊
世
代
の
「
パ
ソ
コ
ン
」
力
に
閲

覧
を
願
い
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
運
営
・
活
動
に
理
解
と
興
味

を
抱
い
て
も
ら
え
れ
ば
と
期
待
も
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
益
々
、
高
齢
化
が
進
み
ま
す
が
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の

入
会
者
は
相
反
し
て
減
少
し
て
お
り
、
入
会
を
勧
め
て
も

「
ま
だ
早
い
」「
役
が
付
い
て
来
る
」「
か
か
わ
り
を
持
ち
た

く
な
い
」
等
々
で
、
老
後
は
個
々
に
自
由
な
余
生
を
送
り

た
い
と
の
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
す
。

　

こ
の
流
れ
は
自
治
会
を
含
め
各
地
域
諸
団
体
の
役
員
不

足
が
深
刻
化
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
今
後
の
地
域
社
会
活

動
安
定
化
の
た
め
に
も
、
仲
間
と
の
絆
が
し
っ
か
り
と
結

ば
れ
た
老
人
ク
ラ
ブ
や
婦
人
会
の
よ
う
な
既
存
の
団
体
組

織
が
協
調
し
次
世
代
に
つ
な
が
る
活
動
を
続
け
る
事
が
、

私
た
ち
の
責
務
と
受
け
止
め
て
前
進
し
よ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

　

さ
る
、
五
月
三
日
の
「
お
城
ま
つ
り
」
総
踊
り
に
「
姫

路
市
老
人
ク
ラ
ブ
」
の
ネ
ー
ム
入
り
黄
色
の
法
被
を
着
用

し
た
女
性
部
主
体
の
会
員
一
八
〇
人
が
参
加
、
華
麗
な
老

人
パ
ワ
ー
を
発
揮
し
P
R
に
一
翼
を
担
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
参
加
者
の
皆
様
お
疲
れ
様
で
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
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会　

長 　
 

奥　

西　

良　

行　
　
　

（留）

副
会
長 　
 

中　

井　

満　

明　
　
　

（留）

　

同　
 　
 

西　

村　

正　

幸　
　
　

（留）

　

同　
 　
 

仁　

王　

春　

樹　
　
　

（留）

　

同　
 　
 

森　

澤　

弘　

樹　
　
　

（留）

　

同　
 　
 

原　
　
　

恒　

子　
　
　

（留）

常
任
理
事 
春　

名　

正　

男（
中
部
第
二
）

梅　

澤　

昭　

子（
中
部
第
二
）

桂　
　
　

七　

郎（
東　
　

部
）

長　

濱　

正　

宏（　

灘　

）

松　

井　

静　

子（　

灘　

）

平　

居　

久　

幸（
広　
　

畑
）

中　

村　

ツ
ヤ
子（
広　
　

畑
）

大　

谷　

直　

美（
北
部
第
一
）

村　

井　

源　

七（
北
部
第
二
）

上　

月　

義　

弘（
香　
　

寺
）

常
任
理
事 
穴　

見　

美
恵
子（
香　
　

寺
）

理　
　

事 
干　

谷　

雅　

文（
谷　
　

外
）

三　

木　

雅　

義（
八　
　

木
）

駒　

井　

弘　

隆（
広　
　

畑
）

合　

田　
　
　

實（
網
干
西
）

藪　

内　

敏　

之（
余　
　

部
）

小　

野　

弘　

晴（
太　
　

市
）

寺　

井　

洋　

一（
水　
　

上
）

的　

野　

守　

明（
砥　
　

堀
）

白　

井　

正　

敏（
船　
　

津
）

中　

村　
　
　

勳（
城　
　

乾
）

清　

水　

正　

文（
安
室
東
）

藤　

原　

太　

平（
山
之
内
）

福　

山　

恵　

裕（
中　
　

寺
）

上　

月　

義　

弘（
香
呂
南
）

監　
　

事   
黒　

塚　

正　

幸（
高　
　

浜
）

ク
ラ
ブ
会
長 
松　

本　

三　

郎（
南
大
津
）

山　

本　

岩　

男（
網　
　

干
）

三　

井　

利　

夫（
網
干
西
）

吉　

田　

禎　

夫（
白　
　

鳥
）

三　

村　
　
　

博（
林　
　

田
）

山　

田　

國　

夫（
水　
　

上
）

豊　

国　

俊　

夫（
中　
　

寺
）

教
養
講
師 
塩　

本　

邦　

夫　
　
　
　

健
康
コ
ー
ラ
ス
講
師 
花　

畑　

昌　

克　
　
　
　

常
任
理
事 
北　

山　
　
　

忍（
城　
　

陽
）

滝　

本　

良　

隆（
安
室
東
）

上　

野　

隆　

信（
中　
　

寺
）

橋　

本　

京　

子（
中　
　

寺
）

元
常
任
理
事 
田　

路　

信　

一（
広　
　

畑
）

金　

澤　

岩　

雄（
砥　
　

掘
）

理　
　

事 
大　

場　

一　

彦（
網
干
西
）

藤　

田　

好　

明（
余　
　

部
）

金　

田　

安　

寛（
香
呂
南
）

元
理
事 
三　

上　

長
五
郎（
増　
　

位
）

ク
ラ
ブ
会
長 
松　

本　

英　

之（
船　
　

場
）

椎　

木　

知
恵
子（
船　
　

場
）

浅　

見　

一　

彦（
高
岡
西
）

辻　

元　

昭　

和（
谷　

外
）

山　

本　

延　

孝（
御
国
野
）

和　

田　

博　

文（
飾
磨
東
）

◯
常
任
理
事
・
理
事
・
監
事
は
新
任
の
み

新
年
度
役
員

感
謝
状
贈
呈
者

平
成
二
十
七
年
度

大大大大大大大大大大大大大大大
会会会会会会会会会会会会会会会
五
月
十
九
日
火

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

平
成
二
十
七
年　
姫
路
市
政
記
念
式

で
の
市
民
表
彰
受
賞
の
方

市
老
連
会
長

奥　

西　

良　

行　
　
　
　
　

理　
　
　

事
大　

西　

哲　

朗（
野　
　

里
）

　

本
年
度
の
姫
路
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
大
会
は
、
石
見
利
勝
姫
路
市
長
、
松

葉
正
晴
市
議
会
議
長
を
始
め
、
各
界
の

ご
来
賓
を
迎
え
て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

第
一
部
の
式
典
で
は
、
国
歌
斉
唱
、

物
故
者
へ
の
黙
祷
、
主
催
者
の
奥
西
良

行
会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
生
涯
現
役

活
動
優
秀
団
体
表
彰
、
永
年
勤
続
勇
退

者
へ
の
感
謝
状
贈
呈
と
続
き
、
さ
ら
に

市
長
、
市
議
会
議
長
祝
辞
、
祝
電
披
露

を
頂
戴
し
て
終
わ
り
ま
し
た
。

　

第
二
部
は
、姫
路
市
副
市
長 
飯
島
義

雄
氏
（
河
合
寸
翁
の
歴
史
に
学
び
「
連

携
中
枢
都
市
構
想
」
で
人
口
減
少
時
代

を
切
り
開
く
）
の
講
演
に
続
き
、
生
涯

現
役
大
賞
を
受
賞
さ
れ
た
、
曽
左
校
区

東
坂
老
人
ク
ラ
ブ
「
老
人
福
祉
施
設
へ

慰
問
活
動
を
続
け
て
い
る
」
の
事
例
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
い
で
連
合
会
事
務
局
か
ら
、
先
の

理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
各
事
項
の
報
告

が
行
わ
れ
、
す
べ
て
の
日
程
を
無
事
に

終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
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現
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◆
生
涯
現
役
大
賞
（
１
ク
ラ
ブ
）

　
曽
左
校
区　

東
坂
老
人
ク
ラ
ブ

◆
生
涯
現
役
賞
（
３
ク
ラ
ブ
）

　
四
郷
校
区　

上
鈴
生
涯
ク
ラ
ブ
Ａ

　
広
畑
校
区　

下
河
原
老
人
ク
ラ
ブ

　
安
室
東
校
区　

辻
井
老
人
ク
ラ
ブ
Ａ
・
Ｂ

平
成
二
十
七
年
度

平成２６年度 愛の募金収支決算平成２６年度 愛の募金収支決算書書
〈収入の部〉������������������（単位：円）

摘　　　要金　�額項　　　目

７１校区３，７２４，７８３校 区 募 金 総 額

利息４，２１５雑 収 入

市助成金７５０，０００一般会計より繰入金

１，６３１，２８５前 年 度 繰 越 金

６，１１０，２８３収 入 合 計

〈支出の部〉

摘　　　要金　�額項　　　目

１件３０，０００災害見舞金給付
（火災）

地
域
福
祉

９０，６１４友愛訪問品作り支
援
活
動

２７２名３６４，３９０ねたきり会員訪問

１，４０３名１，６９３，７１６独居会員訪問

１，６４５名（各ブロック）１，５５５，８０１シルバーヘルパー
地域支援活動費研 

修
６回７９，１１０実行委員会

３，８１３，６３１事業費合計

事務用品３０，３０２消 耗 品 費

８２，４００通 信 費

募金の依頼趣意書８４，２４０印 刷 費

３２８，８００雑 費

５２５，７４２事務費合計

丹波市豪雨災害義援金５００，０００予 備 費

４，８３９，３７３支 出 合 計

〈基　　金〉

摘　　　要金　�額項　　　目

（平成２７年３月３１日現在）４４，５００，０００基 金

 次期繰越金　１，２７０，９１０円 

一一 般 会 計 報般 会 計 報 告告

平成２７年度�収入・支出予算表平成２６年度�収入・支出決算表

収 入 の 部収 入 の 部

９，５４０，０００会 費９，３０２，２２０会 費

１４，８００，０００補 助 金１５，６５３，１１０補 助 金

１，０００寄 附 金０寄 附 金

６，４９５，０００委 託 費５，３８６，５００委 託 費

３１，０００雑 収 入２１，２１１雑 収 入

１，８４０，８０９繰 越 金１，６４５，６１６繰 越 金

３２，７０７，８０９合　　　　計３２，００８，６５７合　　　　計

支 出 の 部支 出 の 部

４１０，０００会 議 費３７７，７０６会 議 費

６，９７０，０００諸 給６，９７０，３２０諸 給

１，３００，０００費 用 弁 償１，２６６，３４０費 用 弁 償

１８０，０００旅 費１７８，０６０旅 費

１，４４０，０００需 用 費１，２９０，７１８需 用 費

３４５，０００諸 費２５１，９１６諸 費

６００，０００大 会 費５５５，９５７大 会 費

１，１５０，０００慶 祝 費１，０３４，９８７慶 祝 費

３，６８７，０００教 養 文 化 費３，３２７，５６５教 養 文 化 費

３，９１０，０００地 域 活 動 費４，７００，５９９地 域 活 動 費

１，７３０，０００研 修 費１，６０２，１７８研 修 費

２，７００，０００広 報 費２，６６８，３９６広 報 費

３０，０００調 査 費２８，２５９調 査 費

４，９０８，０００健 康 増 進 費４，６６４，８４７健 康 増 進 費

７５０，０００繰 出 金７５０，０００繰 出 金

５００，０００積 立 金５００，０００積 立 金

２，０９７，８０９予 備 費０予 備 費

３２，７０７，８０９支 出 合 計３０，１６７，８４８支 出 合 計

（単位：円）

 次期繰越金　１，８４０，８０９円 

兵
庫
県
立
大
学

環
境
人
間
学
部

教
授

内
田
勇
人 
氏

『
世
代
間
交
流
と
健
康
づ
く
り
』

姫高
齢
者
教
養
講
座

路
市

平
成
二
十
七
年
四
月
二
十
四
日（
市
民
会
館
）
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私
は
、
定
年
退
職
前
か
ら
し
て
い
た
妻

の
介
護
が
近
年
で
終
わ
り
、
た
っ
ぷ
り
な

自
由
時
間
が
出
来
た
。

　

或
る
日
、
老
人
会
行
事
で
料
理
の
先
生

　

四
軒
屋
生
涯
ク
ラ
ブ
発
足
当
初
に
産
声

を
あ
げ
た
「
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
」
で
す
。

地
域
自
慢
の
存
在
で
、
井
戸
端
会
議
で
は

い
つ
の
間
に
か
話
題
の
中
心
に
な
る
と
言

う
ほ
ど
で
す
。
会
員
の
年
齢
は
七
十
歳
か

ら
九
十
歳
ま
で
、
平
均
す
れ
ば
八
十
二
歳

に
な
り
ま
す
。
年
齢
に
関
係
な
く
毎
週
金

曜
日
に
は
童
心
に
返
り
唄
っ
て
い
ま
す
。

活活活活活活活活活活
動動動動動動動動動動
報報報報報報報報報報

活
動
報
告告告告告告告告告告告

代
を
こ
え
て
、
環
境
美
化
に
貢
献
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

公
園
の
花
壇
や
砂
場
の
手
入
れ
、
遊
具

施
設
の
目
視
点
検
な
ど
を
実
施
し
て
、
子

供
た
ち
が
「
安
全
安
心
」
で
遊
べ
る
環
境

づ
く
り
を
行
い
、
若
い
お
母
さ
ん
達
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
、
老
人

ク
ラ
ブ
会
員
の
健
康
増
進
に
も
つ
な
が
っ

て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
城
北
本
町
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
市

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動
目
的
を
ベ
ー

ス
に
、
平
成
十
三
年
度
よ
り
地
域
の
清
掃

美
化
活
動
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

地
域
の
幹
線
道
路
の
清
掃
は
元
よ
り
町
内

の
道
路
を
重
点
に
排
水
溝
の
ご
み
、
除
草

の
作
業
な
ど
老
人
パ
ワ
ー
で
活
動
し
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
広
嶺
中
学
校
の
登
・
下
校
の
通

学
道
路
に
あ
た
り
学
生
諸
君
の
地
域
へ
の

環
境
美
化
に
参
加
す
る
姿
勢
へ
の
ア
ピ
ー

ル
に
な
り
、
老
若
男
女
す
べ
て
の
人
が
世

四
軒
屋カラ

オ
ケ
同
好
会

安
室
校
区　

山
添
賢
一

町
内
清
掃
と
公
園
管
理

城
北
校
区　

岩
田
吉
弘

　

う
ま
く
な
ろ
う
と
い
う
よ
り
、
下
手
な

自
分
だ
が
皆
と
一
緒
に
楽
し
く
唄
う
こ
と

で
す
。
ま
た
歌
の
仲
間
と「
オ
シ
ャ
ベ
リ
」

す
る
の
も
楽
し
み
に
し
て
お
り
一
層
の
親

近
感
が
増
し
ま
す
。
大
声
を
だ
し
て
唄
い

ま
す
と
、
悩
み
事
や
体
調
不
良
な
ど
一
掃

で
き
る
喜
び
が
あ
り
ま
す
。
中
に
は
声
を

出
し
づ
ら
い
方
も
同
好
会
の
雰
囲
気
で
、

い
つ
の
間
に
か
唄
っ
て
い
ま
す
。

　

休
憩
タ
イ
ム
に
は
、
茶
話
会
で
一
段
と

話
が
は
ず
み
、
こ
れ
が
老
人
ク
ラ
ブ
が
求

め
る
親
睦
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ナ
ツ
メ

ロ
・
童
謡
・
歌
謡
曲
な
ど
多
種
多
様
で
会

員
が
求
め
る
ジ
ャ
ン
ル
も
お
ま
か
せ
鎧

　

毎
月
、
第
二
と
第
四
日
曜
日
の
午
前
九

時
に
広
畑
公
民
館
に
集
ま
っ
て
、
ラ
ジ
オ

体
操
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
南
田
会

長
の
挨
拶
と
歩
く
コ
ー
ス
の
説
明
を
受
け

ま
す
。

　

歩
く
コ
ー
ス
は
夢
前
川
の
河
川
公
園
内

を
片
道
六
キ
ロ
で
、
時
間
に
し
て
六
十
分

程
度
に
な
り
ま
す
。
素
晴
ら
し
い
景
色
を

見
な
が
ら
歩
き
、
途
中
で
休
憩
を
取
り
、

会
員
か
ら
で
る
地
域
の
話
題
で
盛
り
上
が

り
ま
す
。
見
し
ら
ぬ
人
と
す
れ
違
っ
た
時

も
挨
拶
を
交
わ
し
親
密
感
を
広
げ
て
お
り

ま
す
。

　

平
成
二
十
六
年
十
二
月
に
三
十
回
を
達

成
し
全
員
で
喜
び
「
乾
称
」
で
す
。
こ
の

評
判
が
広
ま
り
参
加
者
が
二
十
五
名
と
な

り
、
児
童
も
参
加
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な

ふ
れ
あ
い
歩
こ
う
会

広
畑
校
区　

玄
海
弘
子

り
ま
し
た
。

　

昨
年
は
「
た
つ
の
市
」
と
「
宍
粟
市
」

の
コ
ー
ス
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
歩
こ
う
会

は
「
青
い
帽
子
」
が
P
R
で
す
。

主主主主主主主主主主
張張張張張張張張張張
・・・・・・・・・・
随随随随随随随随随随

主
張
・
随
想想想想想想想想想想想

「
い
き
い
き
食
事
会
」に

入
会
し
て勝

原
校
区　

牧　

末
治
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安
の
中
で
前
向
き
に
病
と
向
き
合
っ
て
い

ま
し
た
。
日
々
の
た
わ
い
な
い
お
し
ゃ
べ

り
に
も
治
療
の
事
、
ホ
ス
ピ
ス
、
か
さ
む

医
療
費
、
緩
和
ケ
ア
、
在
宅
介
護
な
ど
現

在
の
医
療
の
進
歩
と
弱
点
を
垣
間
見
た
思

い
で
し
た
。
元
気
な
頃
に
は
講
師
を
自
宅

に
招
き
二
人
で
パ
ソ
コ
ン
を
習
い
、
紅
葉

ド
ラ
イ
ブ
、
食
事
会
、「
今
、
調
子
い
い
か

ら
プ
チ
旅
行
オ
ッ
ケ
ー
よ
」
と
出
か
け
た

り
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
共
有
す
る
事

が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
を
同
時
に
泣
き
虫

の
私
は
思
い
出
を
封
印
し
て
き
ま
し
た
。

　

お
葬
式
で
、
御
主
人
は
「
妻
は
刺
繍
と

料
理
が
大
好
き
な
や
さ
し
い
人
で
、
自
分

の
こ
と
よ
り
家
族
の
こ
と
を
一
番
に
考
え

る
人
だ
っ
た
…
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

胸
が
詰
ま
り
ま
し
た
。

　

私
は
広
島
県
呉
市
に
生
ま
れ
、
父
の
郷

里
、
山
口
県 
柚  
野 
村
（
現　
山
口
市
）
に
三

ゆ 

の

才
か
ら
十
四
才
半
ば
ま
で
住
み
ま
し
た
。

小
学
校
か
ら
中
学
二
年
ま
で
地
元
の
学
校

へ
沢
山
の
同
級
生
や
先
輩
と
通
い
ま
し

た
。
そ
れ
は
大
変
な
田
舎
で
、
今
で
は
若

者
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
「
限
界
集
落
」
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

古
里
を
離
れ
て
五
十
有
余
年
、
育
っ
た

古
里
を
八
年
前
に
訪
ね
ま
し
た
。
あ
い
に

く
親
戚
の
方
も
亡
く
な
り
、
友
人
に
も
会

え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
を
見
る
度
に
、
遠
い
山

口
の
「
少
年
時
代
」
に
友
と
野
山
を
駆
け

回
っ
た
風
景
が
昨
日
の
様
に
思
い
出
さ
れ

ま
す
。
ま
さ
に
〈
古
里
は
遠
き
に
有
り
て

思
う
も
の
〉
で
す
ね
。

　

皆
さ
ん
は
、
ウ
ド
ン
・
ソ
バ
を
食
べ
る

時
、
箸
で
ウ
ド
ン
等
を
す
く
っ
て
一
気
に

口
に
運
び
、
ズ
ル
ー
ズ
ル
ー
と
音
を
た
て

口
中
に
入
れ
て
一
気
に
胃
の
中
に
流
し
込

む
方
法
を
と
っ
て
お
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。
テ
レ
ビ
で
見
た
の
で
す
が
、
行
列
に

な
る
店
で
タ
レ
ン
ト
も
同
じ
よ
う
に
し
て

食
べ
て
い
ま
す
ね
。
私
は
こ
の
流
し
込
む

音
が
あ
ま
り
好
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
小

さ
い
時
に
母
が
お
茶
漬
け
や
御
飯
に
味
噌

汁
を
か
け
て
食
べ
て
い
る
の
を
見
て
、
父

が
「
か
ま
な
い
で
流
し
込
む
」
と
文
句
を

言
っ
て
い
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
の
か

も
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

前
職
の
時
に
、
犯
罪
被
害
者
の
司
法
解

剖
の
立
合
い
を
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
解

剖
医
が
死
亡
推
定
時
刻
を
決
め
る
時
、
胃

の
内
容
物
の
消
化
状
況
を
調
べ
ま
す
が
、

そ
の
時
に
ウ
ド
ン
・
ソ
バ
が
未
消
化
で

残
っ
て
い
ま
す
。
本
来
粉
物
を
加
工
し
た

も
の
は
、
最
も
消
化
が
よ
い
筈
で
す
が
、

か
ま
な
い
で
流
し
込
む
た
め
に
未
消
化
で

残
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
胃
腸
は
第
二
の

心
臓
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
よ
く
か
み

唾
液
と
混
ぜ
て
食
べ
る
こ
と
が
健
康
の
秘

訣
だ
と
思
い
ま
す
。

ウ
ド
ン・
ソ
バ
の
食
べ
方

増
位
校
区　

高
田
幸
治

か
ら
地
域
で
「
い
き
い
き
食
事
会
が
あ
る

が
ど
う
で
す
か
。」と
奨
め
ら
れ
た
。
そ
し

て
い
ざ
入
会
は
し
た
も
の
の
、
若
い
頃
に

し
た
料
理
の
体
験
は
少
し
だ
け
あ
る
が
、

何
十
年
も
前
の
時
を
思
い
出
す
に
は
な
か

な
か
…
…
。
少
し
ず
つ
思
い
出
し
思
い
出

し
の
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。

　

調
理
の
手
順
、
量
、
そ
し
て
大
き
さ
な

ど
、
ま
わ
り
に
は
元
気
な
経
験
豊
富
な
ベ

テ
ラ
ン
揃
い
の
オ
バ
ァ
ー
チ
ャ
ン
達
と
、

そ
の
中
で
の
男
衆
。手
違
い
、失
敗
は
少
々

あ
る
が
だ
ん
だ
ん
と
調
理
さ
れ
、
盛
り
付

け
が
進
み
配
膳
へ
。
そ
の
出
来
映
え
を
観

賞
し
じ
っ
く
り
味
わ
う
。
バ
ン
ザ
イ
と
心

の
中
で
叫
び
…
…
が
出
そ
う
に
な
る
。

　

次
回
の
予
定
が
黒
板
に
書
か
れ
る
。
さ

て
ど
の
よ
う
な
料
理
か
？ 
う
ま
く
出
来

る
か
？ 
少
し
心
配
し
気
に
も
な
り
、

ひ
ょ
っ
と
し
て
こ
れ
が
刺
激
の
材
料
か

な
。

　
「
ハ
ラ
ハ
ラ
の　
包
丁
さ
ば
き
は

満
足
し
た
る　
盛
り
付
け
馳
走
」

　

高
校
時
代
の
友
人
の
ひ
と
り
、
彼
女
は

病
気
の
た
め
六
十
三
才
で
生
涯
を
閉
じ
ま

し
た
。
病
に
冒
さ
れ
た
彼
女
は
苦
悩
と
不

友　

人網
干
西
校
区　

重
永
成
子

　

今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
は
、
山
口

県
萩
市
を
舞
台
に
幕
末
〜
明
治
維
新
の

「
杉
文
」と
寅
次
郎（
の
ち
の
吉
田
松
陰
）の

物
語
で
あ
る
。
近
代
国
家
の
歩
み
が
ま
さ

に
こ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
様
で
す
。

　

昨
年
九
月
、「
城
め
ぐ
り
」で
萩
や
山
口
、

防
府
を
訪
ね
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
街
並
み

も
歴
史
が
有
り
、
観
光
客
が
多
く
、
と
て

も
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

「
花
燃
ゆ
」— 
古
里
を
思
う
外

香
呂
校
区　

木
村　

進
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川
岸
に
芽
吹
く
柳
は
朝
の
日
に

　

輝
き
な
が
ら
み
ど
り
濃
く
す
る

御
国
野　

榮
川　

米
子

ど
く
だ
み
の
白
き
小
花
が
盛
り
な
り

　

煎
じ
飲
み
い
し
姑
の
偲
ば
る

網
干
西　

三
木
よ
し
子

食
用
の
菜
花
一
輪
卓
上
に

　

か
ざ
し
て
小
さ
き
春
の
先
取
り

青　

山　

藤
本　

澄
子

休
耕
田
を
鳥
が
盛
ん
に
突
き
い
る

　

今
日
は
啓
蟄
暦
が
記
す高　

浜　

青
山　

春
子

一
人
居
の
河
野
さ
ん
は
家
の
廻
り
に

　

季
節
の
花
を
数
多
咲
か
せ
り

大
津
茂　

小
坂
田
あ
さ
ゑ

は
や
ぶ
さ
２
の
六
年
間
の
無
事
願
い

　

八
十
路
め
ざ
し
て
帰
り
待
つ
吾

八　

幡　

藤
本　

篤
子

眠
ら
れ
ぬ
夜
更
け
に
聞
き
い
る
深
夜
便

　

歌
も
ト
ー
ク
も
心
に
し
み
る

広
畑
第
二　

森
下　

雄
幸

楽
し
げ
に
四
つ
葉
を
見
つ
け
笑
う
妻

　

古
希
は
る
か
な
り
え
く
ぼ
が
ひ
と
つ

水　

上　

小
笠
原
宣
恵

初
春
の
雲
も
こ
も
こ
と
詰
め
込
ん
で

　

ぽ
か
り
ぽ
か
り
と
空
に
浮
き
た
し

青　

山　

片
山
喜
栄
子

さ
さ
や
か
な
幸
せ
で
い
い
二
人
の
娘
に

　

念
じ
て
お
り
ぬ
老
い
ゆ
く
わ
れ
は

荒　

川　

井
上
テ
ツ
子

も
ち
米
に
煎
り
し
黒
豆
た
き
込
み
て

　

明
け
の
彼
岸
の
仏
に
供
う

余　

部　

平
山　

廣
嘉

ト
ー
ス
ト
に
果
物
野
菜
ハ
ム
チ
ー
ズ

　

恙
な
き
な
り
八
十
八
歳家　

島　

高
濱　

娃
子

満
開
の
枝
垂
れ
桜
の
あ
わ
い
よ
り

　

コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
の
海
が
広
が
る

家　

島　

塩
澤　

文
子

古
文
書
に
き
ぎ
す
の
里
と
記
さ
れ
し

　

市
川
の
岸
を
雉
子
の
飛
び
立
つ

城　

陽　

黒
田　

昭
代

し
ら
さ
ぎ
が
栖
と
な
せ
る
小
さ
き
丘

　

み
ど
り
の
木
々
は
夕
べ
の
ア
ー
ト

城　

巽　

谷　
　

文
子

早
朝
を
赤
ト
ン
ボ
の
曲
流
し
つ
つ

　

島
巡
り
ゆ
く
ゴ
ミ
収
集
車

家　

島　

大
野
イ
ト
子

蜘
蛛
の
巣
の
蜘
蛛
の
営
み
見
て
お
り
ぬ

　

振
り
上
げ
た
る
箒
下
ろ
せ
ず
に
い
る

野　

里　

綿
貫　

澄
子

薬
害
の
な
し
と
思
は
ね
ど
八
種
類

　

い
ず
れ
抜
き
て
も
な
ら
ぬ
常
用
薬

勝　

原　

荒
堀　

治
雄

二
万
匹
送
り
ま
し
た
と
メ
ー
ル
あ
り

　

尾
頭
つ
き
の
ち
り
め
ん
旨
い
よ

家　

島　

芝
原
美
恵
子

ぽ
ん
ぽ
ん
と 
白
木
蓮 
咲
け
り
火
の
上
の

は
く
れ
ん

　

鍋
に
は
じ
け
る
コ
ー
ン
の
よ
う
に

津　

田　

後
藤　

敦
子

華
麗
な
る
祝
福
飛
行
の
イ
ン
パ
ル
ス

　

輝
き
増
し
た
る
白
鷺
の
城

花　

田　

安
部　
　

實

　
松　

岡　

洋　

巨　
選

　
○
印
…
…
秀
逸

○
咲
く
と
い
ふ
大
義
忘
れ
ぬ
梅
古
木

峰　

相　

木
下　

秀
信

○
梅
を
背
に
官
兵
衛
の
碑
と
向
き
合
ひ
ぬ

別　

所　

矢
島　
　

勉

○
花
の
昼
帛
紗
緋
色
の
茶
会
か
な

八　

木　

梶
原　

武
子

○
雪
の
降
る
空
を
睨
ん
で
鬼
瓦

荒　

川　

上
杉　

洋
子

○
地
に
生
れ
て
空
の
色
な
る
竜
の
玉

余　

部　

長
谷
川
敏
子

○
月
お
ぼ
ろ
ポ
ス
ト
の
前
に
手
を
合
は
す

飾
磨
西　

坪
田　

眞
澄

○
春
風
や
酵
母
の
匂
ふ
パ
ン
工
場

御
国
野　

中
村　

玉
美

　

手
招
き
の
妻
の
指
差
す
土
筆
か
な

旭　

陽　

内
海　

良
典

　

高
野
道
無
始
の
野
仏
や
名
残
雪

八　

木　

中
村　

佳
行

　

恙
な
く
米
寿
過
ぎ
た
る
寒
の
明
け

大　

塩　

北
越　

逸
子

　

春
大
根
根
も
葉
も
旨
し
一
夜
漬

荒　

川　

宮
部　

定
子

　

小
春
日
や
椅
子
に
も
た
れ
て
う
と
う
と
と

中　

寺　

山
田
き
み
よ

　

制
服
の
皺
一
つ
な
き
新
入
生

水　

上　

黒
田
美
知
子

　

ば
ら
芽
吹
く
朝
日
日
に
日
に
北
へ
寄
り

中　

寺　

前
田
眞
佐
子

俳　

句

 
 熟
年
俳
壇 
―
投
稿

引
き
潮
や
岩
の
溜
り
も
春
の
息

大　

塩　

中
村　

千
里

諍
ひ
の
一
瞬
止
み
て
冬
の
地
震

青　

山　

仁
王　

春
樹

今
朝
よ
り
は
蕾
も
ち
上
ぐ
桜
草

別　

所　

林　
　

昭
美

遮
断
機
の
上
が
り
て
蝶
の
渡
り
来
し

英
賀
保　

中
島　

勝
之

見
か
け
よ
り
袖
無
し
羽
織
あ
た
た
か
し

飾
磨
中
島　

東　
　

勝
美

夫
の
歩
に
合
は
す
散
歩
や
風
光
る

妻　

鹿　

八
十
川
千
恵

寄
り
添
う
て
土
筆
顔
出
す
池
の
土
手

別　

所　

竹
内　
　

毅

春
光
や
農
継
ぐ
吾
子
の
背
な
を
押
す

荒　

川　

田
中　

澄
子

玻
璃
越
し
の
冬
の
日
差
し
を
懐
に

広　

峰　

井
上　

朝
子

水
仙
や
父
の
墓
前
に
三
姉
妹

香
呂
南　

中
務
み
き
子

つ
く
し
ん
ぼ
放
つ
て
お
け
ず
手
を
伸
ば
す

荒　

川　

三
輪　

忠
子

寒
風
の
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト
に
怒
濤
か
な

城　

陽　

三
木　

忠
典

散
歩
す
る
い
つ
も
の
人
が
霧
の
中

谷　

外　

林　
　

庄
治

花
嫁
に
出
逢
ふ
弥
生
の
佳
き
日
か
な

白　

浜　

菊
地　

知
子

初
座
敷
食
べ
て
笑
つ
て
鍋
奉
行

余　

部　

山
根　

義
子

春
埃
先
づ
は
目
鼻
の
抵
抗
す

妻　

鹿　

篠
原　

泰
子

下
萌
の
生
き
る
力
や
石
の
隙

勝　

原　

井
貫
ミ
ヤ
子

短　

歌　
小　

松　

カ
ヅ
子　
選

 
 熟
年
歌
壇 
―
投
稿

文
芸
欄
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平成２７年６月１日７　第９２号

独
り
居
の
ひ
と
り
の
お
し
や
れ
春
帽
子

英
賀
保　

坂
本　

重
雄

薄
物
を
出
し
て
は
戻
し
春
を
待
つ

安
室
東　

谷
岡　

芳
子

野
遊
び
の
独
り
天
下
や
風
の
道

城　

巽　

中
島　
　

保

湯
屋
め
ぐ
り
和
む
城
崎
春
の
宵

荒　

川　

中
野　

妙
子

庭
先
の
蕾
に
語
る
四
温
か
な

増　

位　

仁
上
モ
ト
ヱ

山
焼
き
の
夜
空
に 
著 
き
伽
藍
か
な

し
る

御
国
野　

西
田　
　

建

玄
関
に
そ
つ
と
見
舞
の
黄
水
仙

谷　

内　

橋
本
和
佳
子

合
唱
の
美
声
流
る
る
春
館城　

西　

長
谷
川
泰
子

東
風
く
れ
ば
船
に
噛
つ
く
白
い
波

御
国
野　

三
木　

敏
夫

春
雨
や
縁
先
濡
ら
す
音
も
無
し

大
津
茂　

望
月　

久
雄

伝
統
も
革
新
も
よ
し
水
温
む

飾
磨
東　

山
本　

禎

次

蕗
の
薹
見
つ
け
は
じ
け
る
声
若
し

　

東　
　

吉
田　

孝
子

〈
選
者
吟
〉
大
正
と
記
す
木
箱
や
雛
納
め

　
松
岡　

洋
巨

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
義
理
と
判
れ
ど
胸
お
ど
る

妻　

鹿　

篠
原　

繁
明

お
前
俺
名
前
出
に
く
い
ク
ラ
ス
会

谷　

内　

西
口　

紀
夫

誕
生
日
何
事
も
な
く
お
で
ん
鍋

南
大
津　

三
島　

篤
子

む
か
し
孫
今
は
テ
レ
ビ
と
い
い
コ
ン
ビ

妻　

鹿　

小
澤　

恒
雄

祝
い
膳
五
臓
六
腑
が
生
き
返
え
る

網　

干　

酒
井
恵
美
子

老
い
ふ
た
り
相
手
も
つ
い
て
る
ご
は
ん
つ
ぶ

豊　

富　

大
西　

初
美

言
い
過
ぎ
た
と
日
記
帳
に
は
書
い
て
お
く

網　

干　

津
田　

良
子

大
天
守
ち
ょ
っ
と 
白
粉 
濃
い
す
ぎ
た

お
し
ろ
い別　

所　

井
置　

善
朗

他
所
で
捨
て
地
域
で
参
加
塵
拾
い

莇　

野　

椿　
　

安
幸

物
忘
れ
言
っ
た
言
わ
ぬ
の
く
り
か
え
し

船　

津　

平
石　

聰
子

耕
せ
ば
走
り
た
く
な
る
大
地
か
な

御
国
野　

中
村　
　

仁

句
集
届
き
又
も
意
欲
が
湧
い
て
く
る

網
干
西　

丸
尾
冨
美
子

懐
か
し
い
顔
ぶ
れ
揃
い
話
し
咲
く

英
賀
保　

木
村　

倫
代

才
能
が
見
当
た
ら
ぬ
ま
ま
喜
寿
過
ぎ
る

選　

者　

綾
部　

明
美

戻
れ
無
い
月
日
重
ね
て
風
に
立
つ

　
岸　
　

節
子

体
調
の
崩
れ
易
さ
よ
木
の
芽
時西

島　

昭
郎

立
春
や
芽
吹
い
て
来
た
よ
猫
柳中

野　
　

博

財
布
の
中
札
よ
り
カ
ー
ド
多
く
な
り

飯
塚　

秋
廣

雑
魚
で
よ
い
雑
魚
そ
れ
な
り
の
夢
は
あ
る

　
（
代
表
）
中
野　
　

忠

　
松　

岡　

洋　

巨　
選

新
し
き
制
服
吊
っ
て
春
を
待
つ

城　

陽　

青
山　

一
蔵

わ
ん
ぱ
く
の
頬
に
付
き
た
る
春
の
泥

城　

東　

井
口　

由
恵

稽
古
事
一
つ
増
や
し
て
老
い
の
春

四　

郷　

伊
藤　

淳
子

横
一
列
野
焼
開
始
の
太
鼓
待
つ

広　

峰　

井
上　

志
朗

猫
と
居
て
つ
つ
が
な
き
日
や
春
炬
燵

香
呂
南　

江
藤
か
つ
え

か
へ
ろ
う
よ
掛
け
声
幾
度
土
筆
摘
む

糸　

引　

岡
本　

清
子

春
潮
の
香
り
満
載
瀬
戸
の
舟

前
之
庄　

片
岡
サ
ヨ
子

梅
が
香
に
立
ち
止
ま
り
つ
つ
綾
部
山

古　

知　

亀
井　

榮
弘

は
し
や
ぐ
子
等
一
気
に
駆
け
て
春
の
音

城　

東　

神
崎　

幸
世

窓
の
雪
効
能
多
き
湯
に
つ
か
る

城　

乾　

木
下　

安
江

流
れ
来
て
流
れ
去
り
ゆ
く
落
葉
か
な

豊　

富　

久
保　

善
之

浜
風
や
思
は
ず
押
へ
冬
帽
子

御
国
野　

黒
田　

耕
三

飯
蛸
の
足
そ
れ
ぞ
れ
に
逃
げ
支
度

白　

浜　

小
西　

敬
子

 
 す
こ
や
か
句
会 
―
趣
味
の
教
室

迷
惑
を
か
け
な
い
様
に
日
々
生
き
る

谷　

外　

吉
田　

五
郎

冗
談
の
中
に
本
年
も
混
ぜ
て
お
く

城　

北　

美
原
よ
し
の

無
遠
慮
な
和
音
に
私
消
さ
れ
て
る

曽　

左　

福
本　

貞
子

ま
た
し
て
も
神
は
俎
上
の
鯉
試
す

手　

柄　

長
谷
川
妙
子

た
ど
た
ど
し
母
の
ち
ぎ
り
絵
白
椿

　
城　

北　

黒
田　

澄
子

被
災
者
に
思
い
を
馳
せ
て
湯
に
浸
る

城　

北　

森
田
み
つ
子

追
い
風
に
肩
の
力
を
抜
い
て
生
く

水　

上　

田
中　

怜
子

こ
の
寒
さ
猫
よ
り
深
く
背
を
丸
め

　
高
岡
西　

梅
田　

泰
三

骨
量
の
減
っ
た
骨
ま
で
こ
ご
え
る
日

八　

幡　

川
崎　

怜
子

ば
あ
ば
あ
は
男
の
孫
に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

　
峰　

相　

洪
水　

京
子

 
 川
柳
『
千
姫
』

　
前　

田　

芙
巳
代　
選

巻
き
戻
し
効
か
ぬ
人
生
悔
い
ば
か
り

北
条
て
る
代

ラ
イ
バ
ル
に
エ
ー
ル
送
っ
て
医
者
通
い

小
林　

保
子

 
 荒
川
同
好
会

　
綾　

部　

明　

美　
選

 
団  
子 
よ
り
カ
ラ
オ
ケ
に 
集 
る
花
見
の
座

だ
ん 
ご 

よ
高
岡
西　

堂
浦　
　

勝

 
 熟
年
川
柳 
―
投
稿

川　

柳

〈
選
者
よ
り
〉

　

今
回
も
佳
い
お
句
が
沢
山
あ
り
ま
し

た
。
次
回
募
集
の
句
の
季
題
は
「
夏
」
で

す
。
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第９２号　８平成２７年６月１日

6月からの行事予定

機関紙「熟年９２号」発行
校区女性幹部代表研修会
友愛訪問品作り
ニューリーダー研修会

シルバーヘルパー地域支援活
動研修会（各ブロック）
高齢者作品展
（イーグレひめじ市民ギャラリー）

「米寿・白寿」慶祝記念品贈呈
SPC作戦
ニュースポーツ全市大会

機関紙「熟年９３号」発行
歩こう会（各ブロック）

平成２７年
６月
 １日月
 １２日金

 ２６日金

８月
８月〜
 
２６日水〜
３１日月

９月
 ２４日木
３０日水

１０月
 １日木
１０月〜１２月

　

あ
る
新
聞
に
「
バ
ラ
ン
」
の
花
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
バ
ラ
ン
に
も
花
が
咲
く
の
だ
と
知
り
、
そ
れ
も

か
な
り
「
グ
ロ
テ
ス
ク
」
な
花
で
す
。

　

子
供
の
頃
バ
ラ
ン
の
葉
は
、
秋
祭
の
「
魚
鮨
」
を
つ

く
る
時
に
、
母
が
使
用
し
て
い
た
事
を
懐
か
し
く
思
い

だ
し
ま
し
た
。

　

普
通
に
眺
め
た
だ
け
で
は
、
ま
ず
見
つ
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
地
面
す
れ
す
れ
の
と
こ
ろ
で
、
埋
も
れ
る
よ
う
に

花
を
咲
か
せ
て
い
る
の
で
す
。
先
日
我
が
家
の
庭
で
発

見
し
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
を
得
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
七
年
度
が
ス
タ
ー
ト
。
皆
様
方
の
ご
協
力

を
得
て
、
熟
年
九
十
二
号
も
発
行
で
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
す
ば
ら
し
い
投

稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

（
広
報
編
集
部
）

記記
後後
集集
編編

『
熟
年
』の
原
稿
を
募
集
し
ま
す

 
投
稿
規
程 

一
投
稿
は
会
員
に
限
り
ま
す
。

二
字
数
は
四
百
字
程
度
で
お
願
い
し
ま
す
。

三
内
容
は
提
言
・
随
想
・
近
況
・
グ
ル
ー

プ
や
ク
ラ
ブ
の
活
動
な
ど
、
何
で
も
結

構
で
す
。

四「
会
員
欄
」に
カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
を
当
て
て

い
ま
す
。
近
況
報
告
な
ど
に
写
真
が
あ

れ
ば
添
え
て
下
さ
い
。

五
必
ず
校
区
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入

し
て
下
さ
い
。
匿
名
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
等

は
不
可
で
す
。

六
編
集
の
都
合
で
添
削
、
割
愛
ま
た
は
次

号
以
降
に
回
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

七
文
芸
作
品
は
、葉
書
に
三
句（
首
）以
内
。

二
つ
以
上
の
分
野
へ
の
投
稿
は
控
え
て

下
さ
い
。

 
原
稿
の
送
り
先 

〒
６
７
０
―
０
９
４
３

姫
路
市
市
之
郷
一
〇
〇
六
―
八

姫
路
市
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
内

　

老
人
ク
ラ
ブ
事
務
局
「
熟
年
」
係
へ

Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
７
９
）２
２
３
―
６
１
２
８

次
回
締
切
り
は
八
月
一
日
で
す
。

　
 

　

老
人
ク
ラ
ブ
事
務
局
執
務
時
間

午
前
九
時
〇
〇
分
よ
り

午
後
五
時
〇
〇
分
ま
で

（
日
曜
・
祝
日
及
び
水
曜
日
は
休
日
・
土
曜

日
は
午
前
九
時
よ
り
午
後
三
時
ま
で
）

本年度も愛の募金にご協力下さい
ますようお願い致します。
この貴重な募金は主として次のよう
な活動に活用させて頂きます。

焔老人クラブ会員の災害見舞金
焔友愛訪問品づくり
焔特別養護老人ホームや福祉施設の訪問
焔寝たきり・独り暮らし会員の訪問
焔シルバーヘルパー養成研修

出展資格 　満60歳以上の姫路市民
募集作品 　洋画、日本画、水墨画、書、陶芸、彫刻、

盆栽、写真、工芸、手芸等
　　　　　　自己創作で未発表の作品。一人一作品。
　　　　　　一人で搬入可能な大きさのもの。
展示期間 　8月26日水〜8月31日月
展示場所 　イーグレひめじ 市民ギャラリー
申込方法 　7月3日金までに、ハガキ、ファクスまたはメール

で、部門と作品名（ふりがな）、サイズ、日本画・水
墨画・書は作品の形状（軸・額の別）、洋画は作品の
号数、手芸は作品の種類、住所、氏名（ふりがな）、
電話番号、8月26日現在の年齢を生きがい推進課
まで。

申 込 先 　〒670-8501
　　　　　　姫路市安田四丁目1番地 生きがい推進課
　　　　　　TEL. 221−2986　FAX. 221−2045
　　　　　　メール▶ikigai@city.himeji.hyogo.jp

 ※応募多数の場合は調整させて頂くことがあります。 

出展作品を募集します
高齢者作品展
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